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横
浜
が
進
め
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
対
話
と
創
造

《3》 

「
共
創
フ
ロ
ン
ト
」
を
中
心
と
し
た
横
浜
市
の
公
民
連
携
の
取
組

横
浜
市
で
は
、「
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
大
学
、
市
民
団
体
な
ど
、
多

様
な
民
間
の
皆
様
と
行
政
と
が
対

話
を
通
じ
て
連
携
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ

ウ
、
資
源
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
今
日
的
な
行
政
課
題
や
地
域

課
題
に
対
し
て
、
新
た
な
解
決
策

を
共
に
見
い
出
し
、
創
り
上
げ
て

い
く
こ
と
」
を
「
共
創
」
と
捉
え
、

多
く
の
民
間
の
方
々
と
の
公
民
連

携
に
よ
り
、
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
稿
で
は
、
共
創
の
背
景
や

考
え
方
、
現
在
の
取
組
と
そ
の
事

例
、
今
後
の
共
創
に
つ
い
て
記
し

ま
す
。（
注
１
）

１

共
創
の
背
景

❶
市
の
現
状
：
取
り
巻
く
課
題
の

複
雑
化
、
多
様
化

人
口
減
、
超
高
齢
化
社
会
の
到

来
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
財
政
基

盤
の
脆
弱
化
な
ど
、
横
浜
市
に
お

け
る
課
題
は
複
雑
化
、
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
約
３
７
０
万
人

の
市
民
が
い
る
日
本
最
大
の
基
礎

自
治
体
で
あ
る
横
浜
市
で
は
、
よ

り
顕
著
に
こ
う
し
た
現
象
が
出
て

き
て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
対
応

は
不
可
欠
で
す
。

行
政
の
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
が

限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的

確
か
つ
持
続
的
に
応
え
る
に
は
、

行
政
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
多

様
な
主
体
（
特
に
民
間
事
業
者
）

が
力
を
発
揮
し
合
う
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

❷
行
政
の
役
割
の
変
化

行
政
の
役
割
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

一
つ
は
地
方
分
権
の
大
き
な
流

れ
で
、
国
が
決
め
た
こ
と
を
全
国

一
律
に
執
行
す
る
上
意
下
達
の
関

係
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
自
動
販
売
機
型

行
政
か
ら
の
転
換
で
す
。
右
肩
上

が
り
の
経
済
成
長
の
時
代
は
、
十

分
な
税
収
が
あ
る
中
で
、
行
政
が

し
っ
か
り
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
て
い
た
の
で
、
市
民
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
時

代
で
し
た
。
し
か
し
経
済
成
長
が

右
肩
下
が
り
に
な
り
、
成
熟
社
会

を
迎
え
る
と
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
、
行
政
が
す
べ
て
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
、
行
政
と
市
民
、
自
治
会
町
内

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
、
民
間
事
業

者
等
の
他
主
体
と
の
連
携
に
よ
り

課
題
を
解
決
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型
行
政
）

こ
れ
ら
の
変
化
を
踏
ま
え
、
地

域
の
課
題
は
地
域
で
解
決
す
る
こ

と
、
ま
た
そ
の
解
決
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
市
民
や
地
域
、
大
学
、

民
間
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体

の
リ
ソ
ー
ス
の
持
ち
合
い
で
、
ｗ

ｉ
ｎ
―
ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る
解
決
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

❸
民
間
の
役
割
の
変
化
と
共
創
の

経
緯多

様
な
主
体
と
連
携
し
た
地
域

課
題
の
解
決
は
、
す
で
に
自
治
会

町
内
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
を
「
市
民
協

働
」
と
い
う
形
で
進
め
、
多
く
の

課
題
解
決
を
し
て
き
ま
し
た
。
民

間
事
業
者
と
の
関
係
で
も
、
六
大

事
業
を
始
め
と
し
た
エ
リ
ア
の
開

発
、
公
害
防
止
、
景
観
・
都
市
デ

ザ
イ
ン
等
、
様
々
な
形
で
連
携
し

て
き
ま
し
た
が
、
限
定
さ
れ
た
分

野
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

民
間
事
業
者
も
、
経
営
の
中

で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（Corporate Social  

Responsibility

：
企
業
の
社
会

的
責
任
）
を
位
置
づ
け
、
社
会
的

課
題
を
企
業
の
リ
ソ
ー
ス
（
メ
セ

ナ
、
寄
付
、
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
）
を
活
用
し
て
解
決
す
る
取
組

も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
社
会

的
課
題
の
解
決
を
図
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ

（Creating Shared V
alue

）
の

考
え
方
が
、
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
「
１

ℓ　

ｆ
ｏ
ｒ 

10
ℓ
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
株
式
会
社
伊
藤
園
「
茶
産
地

育
成
事
業
」
な
ど
の
よ
う
に
出
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
的
課

題
の
解
決
そ
の
も
の
を
ビ
ジ
ネ
ス

に
す
る
社
会
起
業
家
の
活
躍
が
目

覚
ま
し
く
、
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ　

Ｆ
Ｏ

Ｒ　

Ｔ
Ｗ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
ｈ

執
筆山

中　

研

政
策
局
共
創
推
進
課
担
当
係
長

河
村　

昌
美

政
策
局
共
創
推
進
課
担
当
係
長
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ｅ
ｃ
ｋ
な
ど
の
よ
う
に
、
民
間
セ

ク
タ
ー
が
社
会
的
課
題
の
解
決
に

積
極
的
に
乗
り
出
す
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

民
間
セ
ク
タ
ー
の
役
割
の
変
化

に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
横
浜
市
は

２
０
０
８
年
４
月
、
共
創
推
進
事

業
本
部
を
立
ち
上
げ
、
民
間
事
業

者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
広
告
・
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、
指
定
管
理
者
制

度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
既
存
の
公
民

連
携
手
法
を
一
括
し
て
所
管
す
る

と
と
も
に
、
市
全
体
で
公
民
連
携

を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
る
べ

く
、
３
年
間
の
時
限
的
な
事
業
本

部
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
か
ら
３
ヶ
月
で
、
民
間
か

ら
の
提
案
窓
口
「
共
創
フ
ロ
ン

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
公
民
の
対
話

の
場
「
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実

施
、
秋
に
は
日
本
初
の
提
案
募
集

型
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
制
度
設

計
・
募
集
、
そ
し
て
年
度
の
最
後

に
は
公
民
連
携
の
考
え
方
を
ま
と

め
た
「
共
創
推
進
の
指
針
」
を
策

定
す
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
事
業
運
営
を
進
め
ま
し

た
。
２
年
目
は
指
定
管
理
者
制
度

運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
や
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
モ
デ
ル
実

施
、
３
年
目
は
公
民
連
携
に
よ
る

国
際
技
術
協
力
事
業
（
Ｙ
‐
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
事
業
）を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
、
事
業
で
成
果

を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
３
年
間
の

成
果
を
踏
ま
え
、
公
民
連
携
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
、
２
０
１
１

年
に
政
策
局
共
創
推
進
室
と
な

り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

❹
中
期
４
か
年
計
画
の
中
で
の
位

置
づ
け

現
在
の
中
期
４
か
年
計
画
で

も
、
共
創
や
公
民
連
携
が
随
所
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア　

２
０
２
５
年
の
目
指
す
べ
き

姿
に
向
け
て

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ー
ル

横
浜
の
知
恵
や
力
を
結
集
し
、
不

可
能
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
民
間
の
力
や
提
案
を
引
き

出
す
た
め
、
新
た
な
公
民
連
携
手

法
の
検
討
や
導
入
な
ど
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。

イ　

対
話
に
よ
る
創
造
〜
民
間
が

よ
り
活
躍
で
き
る
横
浜
の
未
来
を

創
る複

雑
化
・
多
様
化
す
る
地
域
課

題
や
社
会
的
課
題
に
対
処
す
る
た

め
に
、
民
間
と
行
政
が
連
携
を
深

め
、
民
間
の
力
や
提
案
を
引
き
出

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

民
間
と
行
政
が
「
共
創
」
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
知
恵
や
力
を
結
集
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
民
間
と

行
政
の
対
話
の
場
の
充
実
や
、
連

携
の
仕
組
み
の
活
用
・
検
討
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
ま

す
。

ウ　

行
財
政
運
営
（
お
も
て
な
し

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
型
行
政
の
推
進
：
企

業
や
団
体
等
と
の
公
民
連
携
の
さ

ら
な
る
推
進
）

公
民
連
携
の
推
進
に
は
、
幅
広

い
視
野
や
先
見
性
を
持
ち
、
埋
も

れ
て
い
る
民
間
の
意
欲
を
積
極
的

に
堀
り
起
こ
す
営
業
力
や
、
互
い

の
立
場
を
尊
重
し
て
対
話
を
重

ね
、連
携
を
実
現
で
き
る
対
話
力
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
等
を
高
め
る

「
人
材
育
成
」、
全
て
の
職
員
が
職

域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
民
間
と
の
連

携
を
必
須
の
取
組
と
し
て
実
践
す

る
「
組
織
風
土
の
醸
成
」
が
急
務

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

２

共
創
の
取
組
〜
オ
ー
プ
ン

な
対
話
と

❶
共
創
フ
ロ
ン
ト
の
役
割
・
仕
組

み
と
、
そ
の
事
例

ア　

役
割
・
仕
組
み　

〜
民
間
と

行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
の
共
創

推
進
課
〜

共
創
フ
ロ
ン
ト
で
受
け
た
民
間

か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
、
共
創
推

進
課
が
民
間
と
の
対
話
の
中
で
、

狙
い
や
思
惑
・
背
景
、
提
案
者
の

詳
細
、
具
体
的
な
提
案
内
容
等
を

聞
き
取
り
、
そ
れ
を
関
係
部
署
へ

伝
え
、
施
策
と
の
整
合
性
や
、
連

携
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
、
連
携
の
座
組
み
や
手
法

等
を
検
討
し
ま
す
。必
要
に
応
じ
、

民
間
事
業
者
、
関
係
部
署
、
共
創

推
進
課
で
打
合
せ
を
行
い
、
双
方

の
考
え
を
整
理
し
、
実
施
に
向
け

た
調
整
を
行
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
関
係
部
署
で
連

携
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
が
、
共

創
推
進
課
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

イ　

２
つ
の
「
共
創
フ
ロ
ン
ト
」

（
ア
）
フ
リ
ー
型
共
創
フ
ロ
ン
ト

（
２
０
０
８
年
７
月
〜
）

民
間
事
業
者
が
、
横
浜
市
と
の

公
民
連
携
を
希
望
す
る
事
業
や
ア

イ
デ
ア
等
を
、
テ
ー
マ
を
問
わ
ず

自
由
に
提
案
で
き
る
仕
組
み
で

す
。

【
実
績
と
連
携
事
例
】

開
設
か
ら
２
０
１
４
年
末
ま

で
、
累
計
で
約
４
３
０
件
の
提
案

を
受
け
、
１
７
０
件
の
連
携
が
実

現
し
ま
し
た
。
連
携
の
実
現
に
大

切
な
の
は
、「
目
的
＝
『
公
』
的

目
的
」「
ヒ
ト
＝
プ
レ
イ
ヤ
ー
」「
モ

ノ
・
カ
ネ
等
＝
リ
ソ
ー
ス
」
が
、

関
係
者
の
間
で
ｗ
ｉ
ｎ-

ｗ
ｉ
ｎ

と
な
る
よ
う
に
、
適
法
・
適
正
な

手
続
き
や
契
約
等
に
よ
り
充
足
さ

れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
民
間

事
業
者
と
の
対
話
に
よ
り
確
認
し

ま
す
。

【
事
例
１
：
包
括
連
携
協
定
】

包
括
連
携
と
は
、
企
業
と
横
浜

市
が
相
互
の
連
携
を
強
化
し
、
事

業
分
野
を
限
定
し
な
い
広
い
分
野

で
、様
々
な
事
業
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
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向
上
を
目
指
す
取
組
で
す
。
包
括

協
定
を
、
お
互
い
の
協
力
関
係

の
「
土
台
」
と
し
て
、
ま
た
対
話

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

様
々
な
分
野
で
対
話
し
、
取
組
を

進
め
ま
す
。（
例
：
イ
オ
ン
株
式

会
社
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

3
社
、
株
式
会
社
伊
藤
園
、
株
式

会
社
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ
ッ
ド
、
横
浜

読
売
会
等
）

【
事
例
２
：
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
連

携
（
例
：「
コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
」

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
）】

横
浜
市
で
は
、
他
地
域
で
の
タ

イ
ア
ッ
プ
よ
り
大
規
模
に
、
市
内

の
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
地
域

活
性
化
、
行
政
情
報
の
Ｐ
Ｒ
や
公

共
施
設
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
特
徴
的
な
連
携
を
し
て
い

ま
す
。

２
０
１
１
年
7
月
、
１
９
６
３

年
の
横
浜
を
舞
台
に
し
た
ス
タ
ジ

オ
ジ
ブ
リ
映
画
「
コ
ク
リ
コ
坂
か

ら
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜

市
は
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
や
映
画

特
別
協
賛
社
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
地
元

民
間
事
業
者
と
連
携
し
「『
コ
ク

リ
コ
坂
か
ら
×
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
』
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
＠
横
浜
市
」
と
銘
打
っ

た
タ
イ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
品
の

知
名
度
や
話
題
性
も
あ
り
、
観
光

施
設
等
の
集
客
増
や
メ
デ
ィ
ア
露

出
に
よ
る
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
効

果
等
、
横
浜
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

は
、
す
で
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
実
施
し
て

い
る
（
も
し
く
は
実
施
し
た
）
事

業
は
９
事
業
を
数
え
、
全
国
の
中

で
も
多
く
の
事
例
を
積
み
重
ね
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
新
た
な
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
に
よ
る
施
設
整
備
・
運
営

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区

20
街
区
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
・
運

営
事
業
」
で
は
、
２
０
２
０
年
度

の
供
用
開
始
に
向
け
、
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方

式
で
の
施
設
整
備
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
運
営
は

空
港
以
外
で
は
地
方
自
治
体
初
と

な
る
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の

導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
議
室

や
多
目
的
ホ
ー
ル
等
の
公
共
施
設

と
、
ホ
テ
ル
等
の
民
間
収
益
施
設

の
一
体
的
整
備
の
相
乗
効
果
で
、

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」
の
強
み
を

生
か
し
た
公
民
連
携
に
よ
る
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
拠
点
施
設
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

❹
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
オ
ー
プ
ン

な
対
話
と
交
流
の
場
）

民
間
事
業
者
等
の
様
々
な
主
体

が
、
異
な
る
視
点
や
価
値
観
の
も

と
に
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
対
話

し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
解
決
策

を
見
出
す
、
対
話
と
交
流
の
場
と

し
て
「
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
毎
回
様
々
な
テ
ー
マ
で
講

演
や
対
話
、
交
流
が
行
わ
れ
、
そ

映
画
も
そ
の
年
の
邦
画
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
民
間
・
行

政
と
も
に
ｗ
ｉ
ｎ-

ｗ
ｉ
ｎ
と
な

る
実
り
多
い
連
携
に
な
り
ま
し

た
。（
注
２
）

【
事
例
３
：
ヨ
コ
ハ
マ
・
ア
プ
リ

コ
ン
テ
ス
ト
「Y

O
K

O
H

A
M

A
 

U
ps !

（
ヨ
コ
ハ
マ
ア
ッ
プ
ス
）」】

デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
大

学
院
よ
り
提
案
を
受
け
、
事
業

検
討
の
中
で
、
主
催
者
に
パ
ソ

ナ
テ
ッ
ク
、
ｔ
ｖ
ｋ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
加
え
、
横
浜
市

が
共
催
と
い
う
形
で
参
画
し
て

２
０
１
３
年
度
よ
り
実
施
。
ス
マ

ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
普
及
・
拡

大
を
背
景
に
、
様
々
な
ア
プ
リ
が

普
及
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
課

題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
ア
プ
リ
で

実
現
し
た
り
、
市
民
の
創
造
的
な

課
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
４
年
度
は
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
も
の
や
ｗ
ｅ

ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
対
象
に

す
る
な
ど
、
民
間
な
ら
で
は
の
ア

イ
デ
ア
を
付
け
加
え
な
が
ら
、
継

続
的
・
発
展
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

（
イ
）
テ
ー
マ
型
共
創
フ
ロ
ン
ト

（
２
０
１
２
年
２
月
〜
）

横
浜
市
か
ら
民
間
の
皆
様
へ

テ
ー
マ
を
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る

連
携
の
ア
イ
デ
ア
や
提
案
を
募
集

す
る
仕
組
み
で
す
。
共
創
推
進
課

の
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
内
で
テ
ー
マ
を

提
示
、
共
創
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
、

共
創
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ア
カ
ウ
ン

ト
等
に
よ
り
情
報
拡
散
さ
せ
、
提

案
を
募
り
ま
す
。

大
き
く
２
つ
の
募
集
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
提
案
で
求
め
る

内
容
に
よ
り
、
適
宜
使
い
分
け
ま

す
。

Ａ　

公
民
連
携
の
提
案
及
び
連
携

事
業
者
の
募
集

テ
ー
マ
に
関
す
る
公
民
連
携
の

提
案
・
ア
イ
デ
ア
及
び
連
携
事
業

者
の
両
者
を
募
集
す
る
。 

Ｂ　

公
民
連
携
の
提
案
の
み
の
募

集
市
が
今
後
の
事
業
等
の
方
針
や

仕
様
を
定
め
る
た
め
に
、
公
民
連

携
の
提
案
・
ア
イ
デ
ア
等
の
み
を

募
集
す
る
。（
連
携
事
業
者
の
募

集
は
し
な
い
。） 

こ
れ
ま
で
23
テ
ー
マ
で
提
案
募

集
し
、
２
０
１
５
年
２
月
現
在
で

９
テ
ー
マ
を
募
集
中
（
過
去
に
14

テ
ー
マ
で
実
施
済
み
）。
例
え
ば
、

ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
で

は
、
横
浜
読
売
会
の
協
力
で
、
制

度
周
知
、
事
例
紹
介
、
参
画
促
進

の
た
め
、
同
会
発
行
の
ミ
ニ
コ
ミ

誌
「
ヨ
コ
ハ
マ
よ
み
う
り
」
の
記

事
連
載
枠
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
市
が
行
う
施
策
啓
発
に

つ
い
て
、
そ
の
施
策
へ
協
力
を
し

て
い
た
だ
く
形
で
、
専
門
学
校
等

に
無
償
で
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
デ
ザ
イ
ン
を

し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
連
携
を
進

め
ま
し
た
。

❷
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

公
有
資
産
の
利
活
用
に
お
い

て
、「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
」

と
い
う
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
を
全
国
に
先

駆
け
て
考
案
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
行
政
が
一
方
的
に
決
め
て
き

た
土
地
・
建
物
等
の
資
産
の
活
用

方
法
や
公
募
条
件
等
に
関
し
て
、

民
間
事
業
者
か
ら
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
募
る
も
の
で
、
事
業
成
立

の
確
実
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

行
政
課
題
や
地
域
課
題
の
具
体
的

な
解
決
に
役
立
つ
提
案
を
も
ら
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
23
件
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
戸
塚

区
吉
田
町
土
地
活
用
モ
デ
ル
事
業

で
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で

の
対
話
を
通
じ
て
、
民
間
の
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
整
備
に
合
わ
せ
、
認

可
保
育
所
や
学
童
保
育
所
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
親
子
連
れ
や
高

齢
者
な
ど
が
集
い
、
住
民
同
士
の

交
流
の
場
が
生
ま
れ
、
世
代
間
交

流
の
場
が
な
い
と
い
う
地
域
課
題

の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

❸
先
進
的
な
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
）

公
共
施
設
の
整
備
等
に
関
し
て

も
、
先
進
的
な
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導

入
を
進
め
て
い
ま
す
。
横
浜
市
で
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こ
か
ら
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

創
出
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
２
０
１
１
年
度
か
ら
は
、
庁

内
連
携
を
よ
り
強
め
、
具
体
的

な
行
政
課
題
・
地
域
課
題
（「
観

光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」（
２
０
１
１
）、

「
郊
外
部
の
ま
ち
づ
く
り
」

（
２
０
１
２
）、「
関
内
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
」（
２
０
１
４
））

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
横

浜
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け

た
公
民
連
携
の
可
能
性
な
ど
を
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
積
極
的
に

情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
民
間

事
業
者
等
と
の
対
話
、
交
流
を
進

め
ま
す
。

最
近
の
対
話
の
取
組
と
し
て
、

関
内
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
、
都
市
整
備
局
が
開

催
す
る「
横
濱
ま
ち
づ
く
り
ラ
ボ
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
よ
り
魅

力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
民
、
民
間
事
業

者
、大
学
や
等
の
様
々
な
主
体
が
、

多
様
な
視
点
や
価
値
観
の
も
と
に

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

対
話
と
交
流
を
行
い
、
ま
ち
の
将

来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
す
場
で
す
が
、
共
創
推

進
課
で
も
多
様
な
主
体
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
な
対
話
を
促
進
さ
せ
る

観
点
で
、
積
極
的
に
関
わ
り
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

❺
人
材
育
成
（
共
創
ア
ク
シ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
）

公
民
連
携
を
進
め
る
た
め
の
マ

イ
ン
ド
や
ス
キ
ル
、
知
識
を
、
多

く
の
職
員
が
身
に
つ
け
る
た
め
、

共
創
ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
年

間
20
回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
等
は
、
以
下
の
２
つ
の
ス
キ

ル
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
も
対
話
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ア　

制
度
ス
キ
ル

す
で
に
確
立
さ
れ
た
公
民
連
携

手
法
（
広
告
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
、
指
定
管
理
者
制
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、

公
有
資
産
活
用
に
お
け
る
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
等
）
に
つ
い
て
、

そ
の
手
法
を
適
切
に
利
用
で
き
る

ス
キ
ル
。
具
体
的
に
は
、
各
種
手

法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
の
運
用
に
必
要
な
ス
キ

ル
・
知
識
を
学
び
ま
す
。

イ　

マ
イ
ン
ド
ス
キ
ル

公
民
連
携
を
進
め
る
上
で
、
対

内
外
の
折
衝
、
調
整
等
に
必
要
と

さ
れ
る
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
知

識
、
ス
キ
ル
。
具
体
的
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
や
、
対
話

に
必
要
な
交
渉
術
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
ス
キ
ル
を
学
び

ま
す
。
ま
た
特
定
の
分
野
に
関
す

る
国
内
外
の
先
進
事
例
を
学
ん
だ

り
、
対
話
や
企
画
の
場
に
実
際
に

参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
実
践
的

な
能
力
を
養
う
も
の
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
、

よ
り
広
く
共
創
の
考
え
方
が
伝
わ

り
、
よ
り
多
く
の
共
創
の
実
践
が

生
ま
れ
る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的

に
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

３

共
創
の
今
後　

〜
中
期
４

か
年
計
画
の
「
創
造
」
を

実
現
す
る
た
め
に

❶
オ
ー
プ
ン
で
創
造
的
な
対
話
の

推
進「共

創
フ
ロ
ン
ト
」
を
活
用
し
、

民
間
の
提
案
や
相
談
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
全
庁
的
に
公
民
連
携

を
一
層
推
進
す
る
に
は
、
全
て
の

職
員
が
自
ら
の
職
域
に
と
ら
わ
れ

ず
、
幅
広
い
視
野
や
先
見
性
を
持

ち
、
民
間
と
の
連
携
を
必
須
の
取

組
と
し
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

民
間
の
意
欲
を
掘
り
起
こ
す
営
業

力
や
、
互
い
を
尊
重
し
て
対
話
を

重
ね
、連
携
を
実
現
す
る
対
話
力
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
等
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
先
述
の
共
創

ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
的

に
開
催
し
、
そ
の
充
実
を
図
り
、

ま
た
庁
内
で
の
公
民
連
携
に
関
す

る
情
報
共
有
を
さ
ら
に
進
め
る
な

ど
、
人
材
育
成
と
組
織
風
土
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。

「
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、

公
民
の
立
場
の
違
い
を
超
え
、
創

造
的
で
開
か
れ
た
対
話
を
展
開

し
、
社
会
的
課
題
や
地
域
課
題
の

解
決
を
目
指
す
「
創
造
的
な
議
論

の
場
」
と
し
て
機
能
及
び
内
容
の

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
で
、
職
員
が
民
間
事
業
者

や
市
民
と
課
題
解
決
に
向
け
た
議

論
を
尽
く
し
、
積
極
的
に
対
話
か

ら
連
携
を
生
み
出
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

❷
新
た
な
公
民
連
携
手
法
の
検

討
・
導
入

様
々
な
課
題
を
公
民
連
携
に
よ

り
解
決
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の

公
民
連
携
手
法
を
よ
り
良
く
改
善

だ
け
で
は
な
く
、
従
来
の
発
想
や

仕
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た

な
手
法
を
検
討
し
導
入
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
民
間
の
活
力
を
更
に

引
き
出
し
、
公
民
連
携
に
よ
り
課

題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、
指
定

管
理
者
制
度
の
中
で
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
課
題
解

決
の
た
め
、
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
選
定
時
に
民
間
か
ら
ア
イ

デ
ア
提
案
を
募
る
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
た
り
、Ｓ
Ｉ
Ｂ（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
）
な

ど
の
新
た
な
公
民
連
携
手
法
の
調

査
検
討
を
行
っ
た
り
、
民
間
や
現

場
の
ニ
ー
ズ
、
時
代
要
請
等
を
捉

え
た
新
し
い
手
法
を
開
発
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

公
民
連
携
手
法
の
活
用
も
大
変
重

要
な
視
点
で
す
。
市
庁
舎
移
転
を

契
機
と
し
た
関
内
駅
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
や
、
米
軍
施
設
返
還

に
伴
う
大
規
模
跡
地
の
有
効
活

用
、
横
浜
駅
の
再
開
発
計
画
「
エ

キ
サ
イ
ト
よ
こ
は
ま
22
」
の
具
体

化
な
ど
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し

て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｉ
Ｄ
（
ビ
ジ

ネ
ス
・
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
メ
ン
ト
・

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
）
な
ど
の
公

民
連
携
手
法
の
活
用
を
検
討
し
、

個
々
の
土
地
活
用
や
施
設
整
備
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
と
し
て

活
性
化
を
図
れ
る
よ
う
、
公
民
連

携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
志
向
し

て
い
き
ま
す
。

注
１　

調
査
季
報
１
６
８
号
「
公
民
連
携
先

進
都
市
へ
の
挑
戦
」（
２
０
１
１
年
３
月
）

で
も
特
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
２　

詳
細
は
、
調
査
季
報
１
７
０
号

（
２
０
１
２
年
３
月
）「
つ
な
が
り
か
ら
生
ま

れ
た
『
コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
』
集
客
タ
イ
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
し
く
は
、「
共
創
ア
ー

カ
イ
ブ
ｖ
ｏ
ｌ
．
２
」
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。


